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[要 約] 

機械安全に関しては、安全の基本概念から個別機械の安全に至るまでの技術による工学的対策を基

本とする考え方が、ISO／IEC 国際標準として体系化されている。 

現在、製造業における大きな流れとして、情報通信技術（ICT）の利活用による生産環境の革新が進

められているが、これまでの機械安全では考えられていなかったセキュリティリスクへの対応が課題

となっている。 

本事業では、セキュリティリスクを考慮した安全な生産システムの構築方法について検討してきた。

本報告書は、3年間の検討成果をまとめたものである。 
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